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第 4--6 章では，分解性界面活性剤として，汎用工業原料から 1 ， 3- ジオキソラン誘導体を合成す




















(2) 長鎖二塩基酸から一連の α ， ω型両性界面活'性剤を合成して，石灰セッケン分散能を中心とし
た物性に対する界面活性剤の構造の影響を考察し，優れた性能を有する新規の石灰セッケン分散
剤を開発しているO
(3) 分解性界面活'性剤について，系統的に親油基と親水基が変換で、きる簡便な合成方法を開発し，
各種のアルキル鎖長を持つアニオン型，カチオン型，非イオン型界面活性剤を合成している。ま
た，合成した各種分解性界面活性剤の界面活性能や分解性に及ぼす影響因子を比較検討するとと
もに，有機合成への実際の応用に関して， Finkelstein 反応に対する触媒能と乳化重合反応にお
ける乳化剤としての特'性について評価し，その有用性を具体的に示しているO
以上のように，本論文は，特殊機能を持つ界面活性剤の応用における有用性を実証し， また，容易
に入手可能である工業原料から，系統的な置換基の変換が可能な合成法を開発しており，新しい界面
活性剤の設計や有機合成への応用に関して新たな可能性を拓くものであり，有機工業化学の発展に貢
献するところが大きし、。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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